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寺島　外廣 
NHK メディアテクノロジー 

nbopenlaszlosupportプロジェクトオーナー 
https://nbopenlaszlosupport.dev.java.net/ 

   OpenLaszlo on NetBeans  

(NetBeans と OpenLaszlo で 

　　　　　　　　簡単 RIA 開発) 
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NetBeans と OpenLaszlo で 簡単 RIA 開発 

アジェンダ 
・RIAとは 

・OpenLaszloの歴史と特徴 

・そのアーキテクチャとIDE 

・RoRとの組合せでステップ学習 

・OpenLaszlo学習次のステップ 

・他のWebｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾚｰﾑﾜｰｸとの　　
組み合わせ 

・日本語化で学習を容易に 
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RIAとは 

・電子マーケットを例にと

ると、今までは1回の購入
を行うのに7回の画面遷移
を必要としていました。 

・Ajax(Asynchronous  JavaScript +XML),Flashや　　　　　

DHTMLなどの技術によりWebアプリケーションの画
面遷移を不要にしたり、アニメーション要素を加えて、操
作性・視認性を高めることの出来るようにする技術 
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OpenLaszloとは 
・マルチRIA 開発プラットフォーム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

同じソースコードからFlashだけではなく、DHTML モードのコンテンツも生成できるマ
ルチRIA 開発プラットフォーム

・創始者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

David Temkin，Bret Simister，Max Carlson

・開発の動機　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1.Flash オーサリングツールの開発スタイルの非効率性

　2.当時のWeb ブラウザだけでは表現力不足

  3.オーサリングツールに換えて、スクリプトによるFlashコンテンツの生成という      　　

新しい発想: Laszlo Presentation Server（LPS）

・名前の由来　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Laszlo（ラズロと読みます）はハンガリー生まれの映画撮影監督Laszlo Kovacs から
名を取ったものです。
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OpenLaszloの歴史 
西暦 動き 
2000年 プロトタイプ開始 
2001年 開発開始 
2002年 最初のアプリケーション 
2003年 Yahoo,EarthLinkで採用 
2004年 オープンソース化　　　　(参考: Flex誕生) 
2005年 OpenLaszloと改名 
2007年 Version4.0でマルチRIAとした 
2008年 Version4.1.1で正式マルチRIA 

Version4.2 SWF9対応 
2010年 Version4.7.0 SWF10対応 
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NetBeans と OpenLaszlo で 簡単 RIA 開発 OpenLaszloはマルチRIA 
・Adobe CS3などのオーサリングツールを使わずに、Flex と同様な

　スクリプトによるFlashコンテンツに加え、DHTMLコンテンツも生成できる

.LZXファイル
(XML形式)

フラッシュ 
コンテンツ 

DHTML 
コンテンツ 

コンテンツ デザイン 

Web Browser + 
Flash プラグイン 

表示 

Web Browser 
のみ 

LPSサーバー 

・出力コンテンツを 
コンパイルスイッチ 

で切替 

コンパイル 

 <window name="winA" title="My First Window" width="200" height=“100"> 
<simplelayout/>     <text>Hello,World!</text>aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa 

<button onclick="winA.setAttribute('title', 'clicked')" > Click Me </button> 

</window>aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa 

ブラウザで確認します。デフォルトはFlashですが、aaaaaaaaaaaaaaaaaaa 
?lzr=dhtmlを付加するとDHTMLで見ます。Aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa 
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OpenLaszloのアーテクチャ(1/3)　ｺﾝﾃﾝﾂ制作工程で比較 
・Servletの技術を使用してXML形式のソースコードをコンパイルし、ダイナミックなWebコンテンツを生
成するということでは従来のJSP/Servletと同様の技術体系にあります。
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OpenLaszloのアーキテクチャ(2/3) 　動作環境のイメージ。
・J2EEWebアプリケーションを利用したクライアント/サーバー型構成が基本。
・事前にコンパイルした結果を静的サーバーに配置するのがSOLOモード。
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NetBeans と OpenLaszlo で 簡単 RIA 開発 

OpenLaszloのアーキテクチャ(3/3) 
・OpenLaszloの中核はLPS(Laszlo Presentation Server)です。 
・LPSはLaszlo社独自設計のJ2EEServletです。 
・LPSには次の4つの主要なサブシステムがあります。 
・インターフェースコンパイラ 
・メディアトランスコーダ 
・データマネージャ 
・キャッシュ 
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LZX言語のアーキテクチャ(1/4) 

クライアントサイドの3層構造 
・宣言的LZXタグ 
・手続き型処理のJavaScript 
・XML形式のデータセット 



クライアント(Laszlo Application)３層構造

Model 
(XML 

 Dataset)  

View 

Controller 
(global) 

View 

Controller 
(local) 

Controller 
(global) 

データ‐ﾊﾞｲﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ通信システム 

イベント‐デリゲート 
通信システム 

Constraints 

イベントハンドリング 
     (local) 

イベントハンドリング 
     (state)  

View 
XML 
Data 

Model 
Data 

Controller 
  State 
  変化 

View 
選択 

サーバー 

State 
問合せ 

LaszloとWebサーバ間インターフェース　　　
バックエンドWebサーバとの通信には　　　　
SOAP,XML-RPC,RESTなど各種の　　　　
データサービスを使用できますが、　　　 
Laszloでは簡潔性などの理由から　　　　 

REST(XML over HTTP)を多用します。 

LZX言語のアーキテクチャ(2/4) 
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 RESTを使用した 
サーバ-クライアント間通信 

 Xpath　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　LZX言語では、view層のオブジェクトを表示 
するにあたって、viewオブジェクトとXMLデータ

ノードをXpathでバインドします。　　　　　　　　　　               

クライアントサイドの3層構造
・宣言的LZXタグ
・手続き型処理のJavaScript
・XML形式のデータセット

 Xpathを使用したバインディング 
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　　　　Event (publisher) 

LZX言語のアーキテクチャ(3/4) 
・　Laszloはeventの処理にpublisher-subscriberパターンをとっています。　このパラダイムをdelegateとeventオブジェクトで実装しています。Publisherとしてサー
ビス中のeventオブジェクトはdelegateオブジェクトのリスト、すなわちsubscriberを持っています。
・　delegate(デリゲート)　デリゲートとイベントは相互に相手を定義しあっています。
デリゲートはメソッドを呼び出す名前付きのオブジェクトであり、イベントはデリケートを保持する
オブジェクトです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(イベント処理をコンパイラに委譲?)

Delegates (subscriber) 

delegate 
            call 

EVENT-DELEGATEシステム 

Method 

delegate 
            call 

Method 

・
・
・ 

コンパイル時に登録 

実行時に通知 
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<canvas>　<!-- restraurant7.lzx -- > 
  <dataset src="http://localhost:3000/restaurants.xml" name="dsRestaurants" request="true"/> 
  <window name="main" title="Restaurants" width="200" height="250" resizable="true"> 
  <view> 
  　　<text onmouseover="this.setBGColor(0xBBBBFF)“ 
　・・・　　省略　　・・・ 

 　　</text> 
  </view> 
  <scrollbar/> 

 </window> 
 <class name="detailswindow" extends="window" x="${main.x + main.width}" resizable="true" 

title="$path{'name/text()'}" width="400" height="250" closeable="true"> <text datapath = "this.datapath" /
> 

   <datapath/> 
   <simplelayout/> 

   <text datapath="description/text()" fontsize="14" width="100%" multiline="true" /> 
   <text datapath="street/text()"/> 
   <text datapath="city/text()"/> 
  </class> 
 </canvas>  

・constraint(制約)                                                                          　　　　　　　　　　　　　　　(しばり?)
　LZXにおいて、constraint は、値が他の属性値の関数になっている属性をさします。
Constraintsは、多くのコードを書くことなく素早く依存関係を生成するのをサポートします。
構文:　　$when{expression}　　　expression は、JavaScriptの式です。
　　・ $はconstraintを示す記号です。
    ・　when は、任意のコンパイラ命令文: immediately, once, あるいは always。(省略可)
　　・　{ と } は、評価される式を区切る記号です。

LZX言語のアーキテクチャ(4/4) 

・　この例では、赤で表示した部分にconstraintを使用しています。 
メインwindowでレストランを選択するとdetailswindowと名前がついた詳細表示
windowが表示されます。メインwindowを移動したりサイズを変えると
detailswindowはその変化にスムーズに追随します。 
・　詳細表示windowのタイトルも path constraint を使用して表示しています。 
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NetBeans と OpenLaszlo で 簡単 RIA 開発 

・ これまで，Jacek Furmankiewicz 氏が，NetBeans を IDE として使用
するためのOpenLaszlo 用のプラグインを提供するオープンソース　　　
プロジェクト（nbopenlaszlosupport）  （ https://
nbopenlaszlosupport.dev.java.net/）
 を進めており，現在筆者がオーナーとして引き継ぎました。
・ 現在、鋭意新たなOpenLaszlo のバージョンアップリリースに対応し
ています。
　ここでは，OpenLaszlo 向けのNetBeans プラグインを元に解説しま
す。

OpenLaszloの開発とIDE(統合開発環境) (1/4)  
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NetBeans と OpenLaszlo で 簡単 RIA 開発 

OpenLaszloの開発とIDE(統合開発環境) (2/4)  

・　Getting started with OpenLaszlo and NetBeans IDE
   プラグインの操作要領を説明しているビデオです。(英語:5分)
URL: http://tinyurl.com/yzbe6dq 

・　NetBeans 用プラグインのダウンロード(OpenLaslo4.7.0対応)
URL: http://tinyurl.com/ygzdtft 

・　NetBeansの推奨バージョン
　現在は6.8が正式リリースのバージョンです。
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ビデオスナップショット 
OpenLaszlo プラグイン     
のダウンロード 

NetBeansへの　　　　　　　
プラグインのインストール 

OpenLaszlo Demoプロジェクト
の新規作成 

OpenLaszlo Demoプロジェクト
の実行 

OpenLaszloの開発とIDE(統合開発環境) (3/4)  



17 

NetBeans と OpenLaszlo で 簡単 RIA 開発 

・　続いて，次の手順でプロジェクトを作成します。
①プラグインのダウンロード
②プラグインマネージャ
③プラグインのインストール
④プラグインマネージャ
⑤プラグインの確認
⑥ライブラリマネージャ
⑦ライブラリの確認
⑧ OpenLaszlo サンプルデモプロジェクトの新規生成
⑨ OpenLaszlo アプリケーションプロジェクトの新規生成

OpenLaszloの開発とIDE(統合開発環境) (4/4)  
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NetBeans と OpenLaszlo で 簡単 RIA 開発 

RoRとの組合せでステップ学習 (1/2) 
・　OpenLaszlo 概要の速習ガイド
　　◎技術評論社　Java Expert #03 (OpenLaszloによるRIAへの試み)
　　    URL: http://gihyo.jp/book/2008/978-4-7741-3677-6

　　◎プラグインサイトでも解説
       URL: https://nbopenlaszlosupport.dev.java.net/www.jp/step_learing/index.html

・　概要
　1.データソース:“Ruby on Rails” とMySQLで作成したレストラン情報のデータベース
　2.内容
　　上記のデータソースからOpenLaszloでリスト表示、詳細表示、GoogleMap表示へ　　
とステップ的に進化します。
    ステップごとにOpenLaszloの新たな基本要素が現れます。
　  こうしたステップ学習の手順をデモで実践します。
　3.ソースコードのダウンロード
URL: https://nbopenlaszlosupport.dev.java.net/www.jp/step_learing/my-training.zip
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RoRとの組合せでステップ学習 (2/2) 
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OpenLaszlo学習 次のステップ (1/2) 
OpenLaszlo を本格的に学ぶ際の教材

　　　　　　　Laszlo in Action 　MANNING  ISBN: 1-932394-83-4 

　内容: 
  　　基礎からステップ的に学習して電子マーケット（Laszlo Market）
  　　を作成するスキルを獲得できるまで。
　　　URL: http://www.manning.com/klein/

　注: V4.0で作成されているため、4.1.1に適用するには若干の変換が必要です。

　到達レベル:
　　　オープンソースのFlashアプリケーションサーバのRED5と接続して，
　　　Laszlo Marketの画面レイアウト内でビデオ再生が可能。
　　　電子マーケット構築に必須の要素満載。ドラッグアンドドロップ、スライド、　　　　
アコーディオンなどのアクション。

　デモサイト: 
　　　Laszlo Market　URL: http://tinyurl.com/6y3d3p 
　　　データソース 　URL: http://tinyurl.com/6kfxcu 
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OpenLaszlo学習 次のステップ (2/2) Laszlo 
Market
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NetBeans と OpenLaszlo で 簡単 RIA 開発 
OpenLaszlo日本語化で学習を容易に(1/2) 

・　 “View Source” の文字化け解消
　Laszloコンソールの“View Source”でソースコードを確認すると、今までは、　　　
ソースコード内に日本語が入っていると文字化けが発生。
　日本語に関連する改善点を幾つかコミュニティに提案。

・　“Laszlo in 10 minutes”の日本語化
　OpenLaszloには“Laszlo in 10 minutes”という学習に便利なオンラインチュート
リアルが内臓されています。今まではこれが日本語化されていませんのでした。
この日本語化をするなど学習障壁を低くする提案。
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OpenLaszlo日本語化で学習を容易に(2/2) 
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OpenLaszlo on NetBeans 
いかがだったでしょうか 
RIAがOpenLaszloで簡単にしかも驚くほど少ない 
コード量で作成できることが確認できたと思います。 

説明 URL 
OpenLaszlo 本家 http://www.openlaszlo.org 
プラグイン https://nbopenlaszlosupport.dev.java.net 
日本語サイト http://laszlo.jp 
サンプル満載 http://www.openlaszlo-ason.com/doku.php 

Codezine http://codezine.jp/article/detail/4233 

参考


